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こ
の
書
は
、
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
と
平
価
切
下
げ
の
私
的
債
務
に
た

い
す
る
影
響
i
現
代
貨
幣
間
題
の
法
的
側
面
」
と
題
す
る
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
バ
ー
イ
ラ
ン
大
学
が
一
九
七
六
年
に
発
行
し
た
、
貨
幣
法
の
専
門
研

究
書
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
・
ぺ
ー
ジ
か
ら
最
後
の
索
引
の
終
り
ま
で
通
し

ぺ
ー
ジ
で
三
八
四
ぺ
ー
ジ
、
著
老
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
大
学
で
法
律
の
マ
ス

タ
ー
を
と
っ
た
の
ち
、
・
ン
ド
ン
大
学
で
貨
幣
法
に
か
ん
す
る
二
つ
の
論

書
　
　
評

文
を
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
イ
ロ
ソ
フ
ィ

と
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
イ
ロ
ソ
フ
ィ
の
学
位
を
う
け
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の

学
者
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
一
九
七
一
年
に
、
お
な
じ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
学
か
ら
．
、
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国
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書
　
　
評

幻
国
＜
》
ピ
d
》
目
O
Z
．
、
（
名
目
主
義
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
・
ソ
、
デ
フ
レ

ー
シ
・
ソ
、
平
価
切
下
げ
お
よ
び
平
価
切
上
げ
に
た
い
す
る
法
的
ア
プ
ロ

ー
チ
）
と
題
す
る
一
三
八
ぺ
ー
ジ
の
書
を
発
行
し
た
。
こ
の
書
は
、
貨
幣

法
の
基
本
的
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
序
説
「
貨
幣
国
定
説
」
、
第
一

章
「
名
目
主
義
」
、
第
二
章
「
貨
幣
価
値
説
」
、
第
三
章
「
平
価
切
下
げ
」
、

第
四
章
「
結
論
」
と
よ
り
な
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
著
者
の
第
二
の
書
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
提
出
し
た

二
つ
の
学
位
論
文
を
拡
大
し
、
多
く
の
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
を
と
り
い

れ
た
も
の
で
、
「
名
目
主
義
」
と
題
す
る
第
一
の
書
は
、
い
わ
ば
こ
の
書

の
序
説
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
一
二
章
よ
り
な
り
、
各
章
は
A
、
B
、
C

…
あ
諸
節
に
分
け
ら
れ
る
。
1
〔
序
章
〕
、
第
一
章
「
通
貨
の
平
価
切

下
げ
」
（
A
「
問
題
の
概
要
」
、
B
「
ど
う
し
て
平
価
切
下
げ
が
行
な
わ
れ
る

か
」
、
C
「
公
の
政
策
と
平
価
切
下
げ
」
）
、
〔
第
一
部
「
一
般
的
解
決
策
」
〕

第
二
章
「
一
般
的
解
決
」
（
A
「
序
説
」
、
B
「
名
目
主
義
と
金
属
主
義
」
、

C
「
名
目
主
義
の
性
質
」
、
D
「
名
目
主
義
の
理
論
的
根
拠
」
、
E
「
名
目

主
義
に
た
い
す
る
主
要
な
反
対
論
」
、
F
「
名
目
主
義
を
支
持
す
る
法
律

的
、
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
議
論
」
、
G
「
提
案
す
る
解
決
策
」
）
、
〔
第
二

部
「
価
値
約
款
」
〕
第
三
章
「
価
値
約
款
」
（
A
「
名
目
主
義
と
価
値
約

款
」
、
B
「
価
値
約
款
に
た
い
す
る
賛
成
論
と
反
対
論
」
）
、
第
四
章
「
金
価

値
約
款
」
（
A
「
金
価
値
約
款
の
創
設
と
作
用
」
、
B
「
金
約
款
の
効
力
」
、

C
「
裁
判
所
お
よ
び
立
法
に
よ
る
金
約
款
の
廃
止
」
、
D
「
金
約
款
は
イ

二
一
四

ギ
リ
ス
に
お
い
て
有
効
か
」
）
、
第
五
章
「
外
国
通
貨
価
値
約
款
」
、
第
六
章

「
指
数
価
値
約
款
」
、
〔
第
三
部
「
特
別
の
間
題
」
〕
第
七
章
コ
一
当
事
者
間

の
未
履
行
の
契
約
に
た
い
す
る
貨
幣
変
更
の
影
響
」
（
A
「
名
目
主
義
と
二

当
事
者
間
契
約
」
、
B
「
貨
幣
変
更
に
よ
る
未
履
行
の
二
当
事
者
間
契
約
の

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
・
ソ
」
、
C
「
取
消
し
」
、
D
「
変
化
し
た
条
件
の
も
と

で
履
行
を
継
続
す
る
た
め
の
契
約
規
定
の
修
正
」
、
E
「
結
論
お
よ
び
他
の

法
体
系
と
の
比
較
」
）
、
第
八
章
「
支
払
遅
延
に
た
い
す
る
損
害
賠
償
」
（
A

「
支
払
遅
延
に
よ
る
損
害
を
補
償
す
る
た
め
の
損
害
賠
償
の
救
済
」
、
B

「
支
払
遅
延
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
あ
た
え
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
問
題
に
た

い
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
C
「
イ
ギ
リ
ス
法
の
原
則
に
よ
り
支
払
遅
延
の
ば

あ
い
に
損
害
賠
償
を
支
払
う
問
題
」
、
D
「
他
の
法
体
系
に
お
け
る
支
払
遅

延
の
ば
あ
い
の
損
害
賠
償
の
救
済
」
）
、
第
九
章
「
不
法
行
為
に
お
け
る
、

な
ら
び
に
契
約
違
反
お
よ
び
貨
幣
価
値
の
変
動
に
た
い
す
る
損
害
賠
償
額

の
算
定
」
（
A
「
名
目
主
義
と
損
害
賠
償
額
の
算
定
」
、
B
「
契
約
違
反
に

た
い
す
る
損
害
賠
償
」
、
C
「
不
法
行
為
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
の
算
定
」
、

D
「
他
の
国
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
算
定
の
原
則
と
ア
ン
グ
・
・
サ
ク

ソ
ソ
諸
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
算
定
の
原
則
」
、
E
「
提
案
す
る
解
決

策
」
）
、
第
一
〇
章
「
公
平
な
救
済
と
貨
幣
価
値
の
変
動
」
（
A
「
名
目
主
義

と
公
平
な
救
済
」
、
B
「
特
定
履
行
拒
絶
の
理
由
と
し
て
の
対
価
の
不
十

分
」
、
C
「
エ
ク
イ
テ
ィ
の
原
則
に
よ
る
当
事
者
の
権
利
に
た
い
す
る
貨
幣

変
更
の
影
響
」
、
D
「
提
案
す
る
解
決
策
」
）
、
〔
第
四
部
「
公
の
政
策
と
貨



幣
法
〕
第
二
章
「
技
術
的
な
公
の
政
策
の
法
理
と
貨
幣
法
」
（
A
「
公
の

政
策
の
法
理
」
、
B
「
貨
幣
法
と
公
の
政
策
」
）
、
第
一
二
章
「
貨
幣
法
に
お

け
る
公
共
の
利
益
」
（
A
「
立
法
介
入
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
公
共
の
利

益
」
、
B
「
立
法
介
入
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
公
の
利
益
」
）
、
第
二
二

章
「
結
論
」
（
A
「
一
般
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
B
「
価
値
約
款
」
、
C
「
特
別

の
問
題
」
、
D
「
公
の
政
策
と
貨
幣
法
」
）
。

　
貨
幣
法
の
基
本
書
に
は
、
男
》
窯
》
2
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が
あ
る
。
こ
こ
に
紹

介
し
た
著
書
は
、
著
者
の
第
一
の
書
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
大
著
に
つ
づ

く
文
献
と
し
て
貨
幣
法
の
研
究
に
大
き
い
寄
与
を
す
る
も
の
と
お
も
う
。
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